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　都市部だけでなく地方でも良くみられるようになった
ゲストハウス。古民家を改装したおしゃれな造りとその
安さも相まって、若者や外国人の間で高いニーズがあり
ます。四万十にゲストハウスが初めて出来たのは今から
3 年前のこと。今回は四万十初のゲストハウス「かっぱ
バックパッカーズ」のオーナー、村岡明紀さんをご紹介
します。　
■ 環境・食・人に惹かれ
　村岡さんが四万十にやってきたのは８年前。高知市出
身の村岡さんは大学から京都に出てそのまま京都で就職
しました。30 歳を迎えるころ、日々の忙しさに自分の
食生活が荒れてきていると感じ、健康的にも今の生活を
続けていていいのかと、考えるようになったといいます。
　「忙しいのもあって食生活が荒れてるなと感じてて。
それで、高知の食って美味しいじゃないですか、魚とか
も全然違うし。」  
　食がきっかけにもなり、田舎を舞台にしたインターン
シップ事業に参加し、四万十町十和にやって来ました。
　「最初は農家さんにインターンに行って農業のお手伝
いとかをしてて、それでそのうちお世話になっていた団
体が、　空家調査と移住促進事業をすることになったの
で、それに参加することになって。」同じころ、「町内に
ゲストハウスなんかあればいいね」という声をふと耳に
し、「よっしゃ！ゲストハウスやろう！」と思ったんだ
そうです。

　「農業の手伝いをしているときに四万十の暮らし、環
境が好きになって。十和は四万十に来て初めて来た場所
だったし、観光協会で仕事をするようになって、十和地
区には宿泊施設が少ないということに気が付きました。
何より四万十の環境と食と人に惹かれたので。」
　そして2016年の7月、十和地区で、ゲストハウス「かっ
ぱバックパッカーズ」をオープンしました。
■ 四万十の日常が体験できるゲストハウスを
　「四万十生活を堪能できるゲストハウス」をテーマに
しているという村岡さん。「夕食で食事に行ったら地元
の人と仲良くなって、二次会に一緒に行って帰ってくる
お客さんもいたり。そういう地元の人との交流や十和の
日常をこの宿を拠点に体験してもらえたら」と、宿だけ
でなく、地域全体を楽しんでもらえればと考えています。
実際にお客さんのなかには十和を好きになってリピー
ターになってくれる方や、ヘルパーに来てくれる方もい
るそう。
　もともとは別荘として使われていた空家を改装してで
きたゲストハウスは、田舎のおじいちゃん家のような落
ち着く雰囲気のなかにも、オーナーのこだわりが詰まっ
た四万十をイメージさせるオリジナリティあふれる内装
で、木材を多く使用した全体的に丸みのある優しい雰囲
気が特徴的です。こいのぼりやかっぱなど、四万十をイ
メージしたそれぞれのお部屋はレイアウトも温かみが
あっておしゃれ。ハンモックや五右衛門風呂など、遊び

↑「かっぱバックパッカーズ」オーナーの村岡さん
四万十生活を堪能できるゲストハウス「かっぱバックパッカーズ」
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■ 第 15回米こめフェスタ－土佐の豊穣祭－　
　11月 3日（日）に四万十町の四万十緑林公園で第 15回米こめフェ
スタが行われます。毎年多くの人で賑わう人気イベントで、当日は
あゆやうなぎ、お米に四万十ポークなどなど、四万十のグルメを楽
しめる企画が盛りだくさん。初回から人気の高かった四万十町出身
シェフによる限定グルメは何と今年で最後！町内産で作られる料理
はどれも絶品なので是非一度ご賞味あれ！他にも町内 3地区別の鍋
自慢など面白い企画が満載ですので、是非お越しください。

【開催日】2019 年 11 月 3日（日）
【場　所】四万十緑林公園（高岡郡四万十町香月が丘 102-8）
【時　間】10：00～ 15：00　雨天決行
【主　催】米こめフェスタ実行委員会
【問合せ】四万十町役場にぎわい創出課　　TEL：0880-22-3281

心をくすぐる仕掛けも随所にあります。そして驚くべき
はその立地で、何と宿の目の前を汽車が走るんです。四
万十川も徒歩 3 分の距離にあり、思い出づくりにはもっ
てこいの場所ですよね。食事は基本的に地域の飲食店を
お勧めしているそうですが、要望があれば四万十の幸を
使った料理を一緒に調理しながら食事を楽しむことも出
来るそうです。
■ 新たな風 
　これまで四万十で初めてゲストハウスをオープンさせ
るなど、新しい風を起こしてきた村岡さん。今後どんな
ことをしてみたいのかを聞いてみると、「廃線にさせない
ように、予土線を何とかしたくって、今は冬場の観光と
して、沈下橋をライトアップさせたりできないかなーと

考えてます。予土線自体が高台を走ってるからきれいに
見えると思うし、夜に利用する人が本当にいない。沈下
橋とか今あるものに何かプラスして、新しい観光がつく
れたら。」と、予土線をどうにかしたい！という気持ちを
明かしてくれました。その想いは真剣そのもので、気さ
くに話す言葉のそのひとつひとつから、“本気でやりたい
んだ” という想いが感じられ、今後もまた新しい風を起
こしてくれるのではないかと思わせてくれます。また、
普段からＳＮＳなどを通して四万十の情報を発信してく
れているので、ぜひかっぱバックパッカーズのＳＮＳも
チェックしてみてください。
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↑キッチンの様子　真ん中のテーブル
　で立ち飲みするのも楽しいですよ

↑ゲストルーム（かっぱルーム）
　カウチベッドがおススメです

↑目の前を走る予土線
　間近で見る汽車は迫力があります

↑村岡さん手づくりの河童駅　最近は
　これが観光スポット化してきているそう

■ かっぱバックパッカーズ
【住　所】〒786-0504　高知県高岡郡四万十町十川 223-1
【電　話】090-5278-4402
【時　間】チェックイン 16：00～ 21：00 ／チェックアウト 10：00まで
【料　金】男女別ドミトリー：2,800 円（1名 1泊）
　　　　  個室・貸切：3,800 円（1名 1泊）
【  H  P  】http://kappa-bps.com/　
【 Facebook 】https://www.facebook.com/kappa.bps/


